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市内で食育に取り組んでいる団体や食に関わっている学識経験者、農業従

事者等１０名の委員で構成される食育推進協議会で、食育推進の方向性につ

いて議論を重ね、食育推進計画に反映させました。 

 

食育推進協議会 

日時 平成 24 年 9 月 18 日（火）19:00～21:15 会場 坂戸市役所 

食育推進計画の策定にあたり、国の第２次食育推進基本計画や県の食育推進計画の動

向について確認しました。ライフステージに応じた食育や生活習慣病予防、家庭におけ

る共食の重要性など国や県が重要視している共通の項目があることがわかりました。 

 まずは、坂戸市の食育の現状把握と目指す方向性の確認をするために、アンケートを

実施する時期や今後の協議会の進め方について、様々な意見が出されました。 

 

食育推進協議会 

日時 平成 24 年 12 月 12 日（水）19:00～20:40 会場 勤労女性センター 

 はじめに、市が選定されている健康長寿埼玉プロジェクトにおける食育事業の効果検

証のため、市内小中学生及び保護者を対象に実施予定の食育アンケート調査の内容につ

いて事務局から説明を行いました。続いて２グループに分かれて「坂戸市の特色を活か

した食育」、「世代を超えて地域ぐるみで取り組む食育」をテーマにワールドカフェ方式

の意見交換会を行いました。地域の強みを活かした食育、体験や地域交流を通じた食育

が必要であるといった意見が出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 食育推進協議会 

日時 平成 25 年 3 月 25 日（月）19:00～20:40 会場 坂戸市役所 

食育アンケート調査の結果について事務局から報告を行いました。小学生の朝食の摂

取状況や家庭での共食といった食行動の現状を確認するとともに、子どもの食育を担う

保護者世代への食育をどのように進めていくかについて話し合いを行いました。その中

で、乳幼児、小学生、高校生など世代に応じ、家庭や学校、地域での体験を通じた働き

かけが重要である、食育推進計画においても世代別に目標を定めるなどの視点も必要と

いった意見が出されました。 

(3) 食育推進協議会 

 
ワールドカフェの様子 ワールドカフェで出された意見 
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食育推進協議会 

日時 平成 25 年 6 月 11 日（火）19:00～21:00 会場 坂戸市役所 

計画の策定にあたり、市民２０００名に実施する健康に関する市民アンケート調査の

設問項目について、事務局案をもとに話し合いを行いました。食育で大切にしたい要素

である「食への感謝の念の育成」や「食育関心度」など現状把握のための設問項目を入

れ、各設問項目が市民にわかりやすい表現になるよう具体的な意見が出されました。 

計画の策定についての意見交換では、ライフステージ毎にタイミングよい食育を行う

ために世代別のスローガンを掲げていくこと、中でも生活習慣病等が課題となる若い世

代が重要との意見がありました。 

 

食育推進協議会 

日時 平成 25 年 10 月 2 日（水）19:00～21:00 会場 坂戸市役所 

市民アンケート調査の集計結果について事務局から報告を行いました。アンケート結

果からは、２０歳～３０歳代の若い世代に食の課題が伺われるが、その親世代の食生活

が子どもたちの食生活に与える影響は大きく、対策が求められるとの意見がありまし

た。 

これまでに協議会で検討された食育推進のために大切な要素を柱に、ライフステージ

に応じた間断ない食育の推進についての方向性について確認しました。 

 

 食育推進協議会 

日時 平成 25 年 11 月 12 日（火）19:00～21:00 会場 坂戸市役所 

はじめに事務局より食育推進計画の基本方針や推進体制、重点目標を含めた素案につ

いての説明を行いました。市民のめざす姿を「楽しくかしこくおいしく食べて健康な心

と身体を育む」とし、３つの基本方針である「望ましい食の理解と実践」「食への感謝

の念の育成」「食の環境づくり」に基づき、食育を推進していくという方向性について

確認しました。また、各々の基本方針に沿った計画の重点目標について検討しました。 

 

 食育推進協議会 

日時 平成 26 年 1 月 31 日（金）19:00～21:00 会場 坂戸市役所 

事務局より食育推進計画の最終案について説明を行い、今後の坂戸市の食育を進めて

いくための基本的な方針や施策の推進の方向性などについて１つ１つ確認を行いまし

た。食を取り巻く現状が時代とともに変化する中、子どもの食育は、保護者のみならず

地域の大人たちのサポートが必要であるとか、和食が見直されている今が伝統食や行事

食を広めるチャンスであるなど、これからの食育の取り組みについて活発な意見交換を

行いました。 

 


